
ローズバスの利用状況
南海岸和田駅を起終点に市内の公共施設等を結ぶ市内巡回コミュニティバス「ローズバス」をよ

りたくさんの方に利用してもらえるよう、ルート再編を含め、利用促進に繋がる様々な取組みを進
めています。

・乗込み調査（令和５年５月２５日～２６日実施）

・ペーパークラフトの作成

資料6-1
利用促進（例）

岸和田市交通まちづくりアクションプラン
【地域公共交通計画編】施策

・大宮保育所でのローズバス乗り方教室の実施及び園児の絵をローズバス車内に掲示

目標①

多様な世代の移動ニーズに
対応した利用しやすい公共
交通サービスの提供

施策① 公共交通ネットワークの再編

施策③ ローズバスのダイヤ改正・利便性向上

施策④ バス等の乗り継ぎ利便性等を高める交通系ICカードの普及促進

施策⑤ 新たなモビリティサービスの活用に向けた検討・導入

施策② 路線バスのダイヤ改正・利便性向上

・ローズバスのシール配布

・パンフレットの作成
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令和５年度 第１回岸和田市地域公共交通協議会 資料

令和２年１月より拡大した新型コロナウイルスは全世界に感染を及ぼし、この感染拡大により各
国の社会・経済活動へ大きな影響を及ぼした。その影響は公共交通セクターにおいても例外ではな
く、緊急事態宣言での外出自粛や、バスや電車などの車内が高密度となりやすいことが懸念され、
在宅勤務の推進が相まったことなどにより、公共交通利用者が減少した。
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ローズバスのルート改正に関する経緯

旧ローズバスルート（両廻り） 現ローズバスルート（片回り）旧ローズバスルート（片廻り）

H12年度から試験運行開始～
H31.1.31

H31.2.1～R3.5.31 R3.6.1～現在

当初の導入理念
・地域福祉を考慮し、既存路線バスとの整合を図りな
がら鉄道駅や主要公共施設等を効率的に結ぶ。
・高齢者・障害者等の交通弱者や路線バス圏外住民の
交通利便性の向上を図る

■交通幹線は鉄道と路線バスであり、路線バスの
フィーダーとして路線バス圏外について運行を開始。
■バス2台(予備者1台)にて運用。
■一周90分(休憩を含む) 左右廻り各6便/日
■100円均一料金(大人1回あたり)

□H12年度から試験運行開始
□H15年4月星和上松台まで延伸
□H20年４月本格運行開始
□H24～25 新ルート(山北城東地区)で要望を受け
て、試験運行実施(2回)目標値を下回り本格運行への移
行を断念

改正の見出し・ポイント
１）利便性向上による利用者拡大
２）運行費削減
３）利用者負担の適正化

■実施内容
１）目的地までの乗車時間の短縮
①バス停の追加
・北ループに下松駅前、港緑町、市役所を追加
・南ループに藤井町、西ノ内、保健センター前を追加

②市民病院を目的とする方の徒歩移動の省力化
・下松（市民病院南）から市民病院前に停留所を変更

③両廻り運行のような利用を可能に
・港緑町、市役所前、岸和田駅の間においては両廻り
運行のような利用が可能にした

２）ダイヤの変更
④保健センターの利便性向上
・保健センターで13時から行われる乳幼児健診等に配
慮した12時台の運行

⑤買物利用者の利便性向上
・買物利用時間帯である9時台から14時台までの利用
者に関しては、下松駅でも南北ループの乗り継ぎが
可能

改正の見出し・ポイント
１）目的地までの乗車時間の短縮
２）ダイヤの変更

■実施内容
１）利便性向上による利用者拡大
①ルートの分割と効率化
・時間短縮(１周60分以内)と便数増(6便/日→8便/日)

②パターンダイヤの導入
・すべての停留所に1時間に必ず１本、岸和田駅前毎

時05分発車
③乗継割引導入
・ローズバスと路線バスを乗継ぎした場合、割引適用

④バスロケーションシステム導入
・スマホ等による走行位置リアルタイム表示

２）運行経費削減策
⑤バス停留所の統廃合
・利用の低いバス停(0.5人/便)の統廃合
(ただし、バス停圏域300ｍは保持する)

⑥運行日の見直し
・月～土 →平日(月～金)運行 に変更
(多くの公共交通機関が土休日ダイヤで運行また、土曜

日の利用が平日の約8割にとどまることから)

３）利用者負担の適正化
⑦運賃の改正(100円 → 170円)
・路線バス初乗り運賃との整合
・山手地区での地域バスを見据えた公費負担の適正化


